
 

空調 
①窓の開閉により自然換気を有効に活用するなど、空調負荷の 

低減を図る。 

冷蔵庫 
②設定を「強」から「中」に替え、扉を開ける時間をできるだけ 

減らし、食品をつめこまないようにする。 

照明 ③日中は消して、夜間もできるだけ減らす。 

テレビ 
④省エネモードに設定するとともに画面の輝度を下げ、必要な時 

以外は消す。 

温水洗浄 

便座 

⑤便座保温・温水のオフ機能、タイマー節電機能があればこれら 

を利用する。 

⑥上記の機能がなければコンセントからプラグを抜いておく。 

待機電力 
⑦リモコンの電源ではなく、本体の主電源を切る。長時間使用 

しない機器についてはコンセントからプラグを抜いておく。 

その他 
⑧節電に大きな効果をもたらす節水にも積極的に取り組む。 

※外出している時も、②、⑤、⑥、⑦の対策を実施する。 

 

 

 

KAWASAKI 
電⼒使⽤削減 

⼤作戦！ 

 

川崎市では、「低炭素」「資源循環」「自然共生」の３つの環境配慮行動を呼びかける「エコ暮らし」キャンペーン

を展開しており、節電対策もこの一環で取り組んでいます。 

今後も電力不足が懸念されていることや、節電などの環境配慮の行動を実践しながら快適で豊かな生活を両立する

スマートライフスタイルの定着が温暖化対策としても有効であることから、継続して節電の取組を進めます。 

発⾏：川崎市環境局 
 〒210-8577 川崎市川崎区宮本町１番地 
問い合わせ先： 
川崎市環境局地球環境推進室 (☎ 044-200-3871) 
川崎市地球温暖化防⽌活動推進センター (☎ 044-813-1313)  

冬の節電対策及び地球温暖

化対策として、暖房時の室温

２０℃設定で心地良く過ご

すことのできるライフスタ

イルを推進します。 
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